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ABSTRACT 
  

韓・沼館・呉屋（2018）が開発した Scale for Coordinate Contiguous Career (Scale C3)
は、学校や職場において観察することのできる、対象者の実態把握に関連する評価項目を仮

説に基づいて、構造化した尺度である。本研究では、Scale C3自己評価用（高校生版）を作

成し、Cronbach’s α 係数を用いて尺度の信頼性の検証を行った。また、得られたデータから

生徒の傾向や現時点における尺度の有用性について考察することを目的とした。 
信頼性の検証結果、全項目及び全領域で α>0.700 となり、高い信頼性が確認された。特に

全項目においては、α＝0.972 と非常に高い値となり、尺度全体の信頼性が検証された。また、

パス解析を用いた検証にて、「パーソナリティ」から「キャリア」の「人間関係形成能力」

「自己理解・自己管理能力」を媒介し、「課題対応基礎能力」「キャリアプランニング能力」

に影響を与える可能性があることが示された。カットオフ値についてもその結果から、協力

校の生徒の傾向も見ることができた。Scale C3を使用し、学校や職場において、観察する対

象者の実態を構造的に捉えることのできる可能性があることが示された。今後は、教員の客

観的評価ができるScale C3を含め、データを増やしカットオフ値の設定や、パス解析にて様々

な仮説モデルを検証していくことが求められる。 
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Ⅰ. 問題と目的 

 

 Scale for Coordinate Contiguous Career (以下、Scale C3) は、高等学校以降の教育機関

及び就労後の職場において、障害の有無によらず包括的な支援を必要としている人が増加し

ているにもかかわらず、自立と社会参加を見据えたキャリア形成に関する支援・指導を体系

的に行われているとは言い難い現状から、高校生から社会人を対象としたキャリア形成のた

めの評価と継続的支援を行うためのツールとして開発された（韓・沼館・呉屋ら，2018）。

Scale C3は大きく「パーソナリティ」と「キャリア」の 2 つの領域に分かれ、教育現場等で

見られる対象者の様子について、計 92 項目で教育的診断を行うツールである。「パーソナリ

ティ」領域に関しては、下位領域に韓・太田・權（2016）が開発した「IN-Child Record」

を参考に設定され、「キャリア」領域に関しては、下位領域に「高等学校キャリア教育の手引

き」（2012）の中で示されている、「基礎的・汎用的能力」の各能力の具体的な要素を参考に

設定されている。 

 Scale C3は試案の段階であり、現場教員や専門家の意見を取り入れ、教育現場や職場での

ニーズに沿った内容に洗練する必要があった。学校現場の教員らの意見により、「高等学校以

上が対象者であれば、Scale C3の項目の自己評価もできるのではないか。」との意見があった。 

そこで、韓・沼館・呉屋ら（2018）によって作成された Scale C3の自己評価用（高校生版）

を作成し、高等学校 1 校の 1 学年においてデータの収集を行った。 

本研究は、Scale C3自己評価用（高校生版）の尺度の信頼性の検証を行う。また、得られ

たデータから生徒の傾向や現時点における尺度の有用性について考察する。 

 

 

Ⅱ．方法 
 

1. 手続き 

 本研究で作成した Scale C3自己評価用（高校生版）は、Scale C3と同じ尺度構成とする。

教師が対象者を客観的に評価するScale C3と、対象者の自己評価するScale C3自己評価用（高

校生版）の 2 つを使用し、より対象者の実態や教育的ニーズを判断する。 

Scale C3は、キャリア形成に関わる継続的な支援が必要か否かについて、教育的診断を行

うツールである。そのため、カットオフ値が必要となる。そこで、Scale C3自己評価用（高

校生版）においても、今回得られたデータの範囲でカットオフ値を設定し、判別性を検証す

る。また、信頼性について検証する。 

 

2. データ収集 

Scale C3自己評価用（高校生版）を実施したのは、2018 年 7 月 12 日～18 日の期間で、沖

縄県内高等学校 1 校の 1 年生（158 名）を対象に行った。Scale C3の評価は、対象となる生

徒自身が行った。 

 調査を実施する際、生徒に関するデータは、匿名化され、個人が特定できない情報だけで

構成されている。調査委対象の適格基準は、学校長に対して研究目的についての説明を行い、

研究協力に同意した高等学校に在籍する生徒とした。除外基準は、研究参加を断る旨の申告

があった者とした。 
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3. Scale for Coordinate Contiguous Career（Scale C3） 

Scale C3は、韓・沼館・呉屋ら（2018）によって開発され、高校生から成人までを対象と

したキャリア形成のための評価と継続支援を行うためのツールである。Scale C3は「パーソ

ナリティ」と「キャリア」の 2 つの領域で構成される。「パーソナリティ」では、「心と体の

健康」「不注意」「多動性・衝動性」「こだわり」「自己肯定感」の 5 つの下位領域が設定され

ている。「キャリア」領域では、「人間関係形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課題対応

基礎能力」「キャリアプランニング能力」の 4 つの下位領域がある。さらに、各領域に関し、

「人間関係形成能力」については、「多様性の理解」「コミュニケーション・スキル」「ソーシ

ャル・スキル」、「自己理解・自己管理能力」では「自己の役割の理解」「自己の動機付け」「ス

トレス耐性」、「課題対応基礎能力」では「情報取得」「情報表出」「情報処理」、「キャリアプ

ランニング能力」では「意志決定」「将来設計」と、それぞれ下位領域が存在している。すべ

ての下位領域に含まれる項目は合計 92 項目となっている。 

評価は「1=非常にあてはまる」「2=少しあてはまる」「3=どちらでもない」「4=あまりあて

はまらない」「5=ほとんどあてはまらない」の 5 件法で行われる。点数は下位領域ごとに合

計され、領域点数が低いほど、その下位領域に対するニーズが高いという評価になる。 

 

4. 統計解析方法 

1) 信頼性の検証（Cronbach’s α） 

 信頼性の検証は、内的整合性を使用し、Cronbach’s α 値を算出する。α>0.700 になると、

高い信頼性があると判断される（Cronbach, 1951）。 

 

2)カットオフ値 

 カットオフ値の計算式は、知能検査等でも使用される（平均点数）－（2×標準偏差）を使

用した。この計算式を用いることで、総合点数及び各領域のカットオフ値の算出を行う（小

原・太田・安藤，2016）。 

 

3) パス解析 

 「パーソナリティ」が「キャリア」の「人間関係形成能力」「自己理解・自己管理能力」を

媒介し、「課題対応基礎能力」「キャリアプランニング能力」に影響を与えることを想定し、

パス解析を行った。 

 「パーソナリティ」には、身体面とメンタルヘルスの下位領域が含まれている。メンタル

ヘルスに関しては、発達障害を抱えている人々がうつ病等、様々な社会問題の一員となって

いる（山本，2010）ことを受け作成されている。特にメンタルヘルスの問題は、対象者の意

欲の低下や様々な行動の発現が予想される。 

「キャリア」の下位領域である「人間関係形成能力」には、「多様性の理解」「コミュニケ

ーション・スキル」「ソーシャル・スキル」の 3 つが下位領域として設定されており、「自己

理解・自己管理能力」には、「自己の役割の理解」「自己の動機付け」「ストレス耐性」の 3

つの下位領域が設定されている。「課題対応基礎能力」には、「情報取得」「情報表出」「情報

処理」の 3 つが下位領域に設定され、「キャリアプランニング能力」では「意志決定」「将来

設計」が設定されている。どちらも、話す、聞く、書く、読む、計算する、推論する等の基

本的な基礎能力について問う項目が設定されている。 
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パス解析におけるモデルの適合度として、Goodness of fit index（GFI）と comparative fit 

index（CFI）、root mean square error of approximation（RMSEA）を用いた（GFI＞0.95

（Shevlin & Miles, 1998）、CFI＞0.90（Han, Lee, Iwaya et al., 2004）、RMSEA＜0.1

（Steger,1998））。各領域や項目の特性から、図 1 に示す仮説モデルにて、分析を行う。 

 

 

図 1 パス解析に使用する仮説モデル 

 

4) 統計ソフト 

 信頼性の検証、カットオフ値の判別性の検証の統計解析には SPSS Ver.23 を使用する。ま

た、パス解析には、Amos Ver.23 を使用する。 

 

 

Ⅲ. 結果 

 

1. 回収状況と対象者の基本属性 

 高等学校における Scale C3自己評価用（高校生版）のデータは、対象校の 1 学年生 158 名

に実施。156 件のデータを回収し、そのうち欠損値を除き、145 件のデータを分析対象とし

た。性別の内訳は男子 85 名（59％）、女子 60 名（41％）となった。 

 

2. 信頼性の検証 

本研究で得られた Scale C3 自己評価用（高校生版）の平均値及び標準偏差と Cronbach’s 

α 係数を用いた信頼性の検証結果を表 1 に示す。領域の α 値は、0.718～0.893、全体の α 値

は、0.972 と全領域及び全領域及び全体で α>0.700 となり、高い信頼性が確認された。 

 

3. カットオフ値 

Scale C3自己評価用（高校生版）のカットオフ値、カットオフ値以下の学生数、全体人数

に対するパーセンテージ等について表 2 に示す。 
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表 1 Scale C3自己評価用（高校生版）の平均値及び標準偏差と Cronbach’s α（n=145） 

領域および項目 平均 標準偏差 Cronbach’s α 

全項目（総合点数） 347 58.2 0.972 

心と体の健康 42 8.7 0.831 

不注意 27 6.5 0.862 

多動性・多動性 25 4.9 0.851 

こだわり 19 5.1 0.783 

自己肯定感 18 4.1 0.718 

多様性の理解 16 3.4 0.718 

コミュニケーション・スキル 27 6.2 0.863 

ソーシャル・スキル 21 3.7 0.774 

自己の役割の理解 11 2.8 0.758 

自己の動機付け 10 3.3 0.755 

ストレス耐性 11 3.1 0.775 

情報取得 42 8.7 0.893 

情報表出 27 6.3 0.868 

情報処理 28 6.4 0.893 

意思決定 10 3.3 0.810 

将来設計 15 3.8 0.828 

 

表 2 領域ごとの点数とカットオフ値（n=145） 

領域名 満点 平均 
カットオフ

値 
カットオフ値以下の割合 

（人） （％） 

総合点数 460 347 228 2 1.37 

パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ 

心と体の健康 60 42 25 4 2.76 

不注意 35 27 13 6 4.10 

多動性・多動性 30 25 15 8 5.51 

こだわり 30 19 9 2 1.37 

自己肯定感 25 18 10 5 3.45 

キ
ャ
リ
ア 

多様性の理解 20 16 9 8 5.52 

コミュニケーション・スキル 35 27 14 4 2.76 

ソーシャル・スキル 25 21 13 5 3.45 

自己の役割の理解 15 11 5 4 2.76 

自己の動機付け 15 10 4 8 5.52 

ストレス耐性 15 11 4 4 2.76 

情報取得 50 42 23 7 4.83 

情報表出 35 27 14 5 3.45 

情報処理 35 28 15 7 4.83 

意思決定 15 10 4 8 5.52 

将来設計 20 15 8 8 5.52 
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4. パス解析の結果 

 パス解析の結果を表 3 に示す。モデルの適合度が高かったのは、「パーソナリティ」を独立

変数として、「ソーシャル・スキル」「自己の動機付け」を媒介し、従属変数に「意志決定」

に影響を与えるというモデルだけであった（図 2）。 

 

表 3 パス解析のモデル適合度 

独立変数 媒介 従属変数 GFI CFI RMSEA 

心と体の健康 自己の動機付け 意思決定 0.997 1 0 

多動性・衝動性 ソーシャル・スキル 意思決定 0.995 1 0.012 

こだわり 自己の動機付け 意思決定 1 1 0 

（GFI＞0.95、CFI＞0.90、RMSEA＜0.1） 

 

 
図 2 パス解析による適合モデル 

 

 

Ⅳ．考察 

 

Scale C3は、学校や職場において観察することのできる、対象者の実態把握に関連する評

価項目を仮説に基づいて、構造化した尺度である。本研究では、Scale C3自己評価用（高校

生版）を作成し、尺度の信頼性の検証を行い、また、得られたデータから生徒の傾向や現時

点における尺度の有用性について考察することを目的とした。 

今回の検証によって、Scale C3自己評価用（高校生版）の信頼性が検証された。また、構

造化するための仮設をいくつか検証することができた。Scale C3を使用し、学校や職場にお

いて、観察する対象者の実態を構造的に捉えることのできる可能性があることが示された。 

内的整合性法を使用した信頼性の検証結果、全項目及び全領域で α>0.700 となり、高い信
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頼性が確認された。特に全項目においては、α＝0.972 と非常に高い値となり、尺度全体の

信頼性が検証された。 

また、パス解析を用いた検証にて、「パーソナリティ」から「キャリア」の「人間関

係形成能力」「自己理解・自己管理能力」を媒介し、「課題対応基礎能力」「キャリアプランニ

ング能力」に影響を与える可能性があることが示された。カットオフ値についてもその結果

から、協力校の生徒の傾向も見ることができた。領域ごとの傾向としては、項目の平均点数

が高かった領域は「多動性・衝動性」となった（表 4）。項目の平均点数が少なかった領域は

「こだわり」となった（表 5）。 

 

表 4 項目の平均点数が高かった領域 

多動性・衝動性 平均点 

Q21 
授業中又は会議中などの座っていなければならない場面で、席を

離れてしまう 
4.34 

Q22 
集会等のきちんとしていなければならない時に、落ち着いていら

れない 
4.24 

Q23 待つことが難しい 4.13 

Q24 質問が終わる前に出し抜けに答えてしまう 4.17 

Q25 
他の人がしていることをさえぎったり、つい干渉したりしてしま

う 
4.01 

 

表 5 項目の平均点数が少なかった領域 

こだわり 平均点 
Q26 特定の物に執着してしまう 2.84 

Q27 
とても得意なことがある一方で、極端に興味がなく、できないこ
とがある 

2.68 

 

 この結果により、自己評価においても学校全体としても傾向を見ることができ、また、教

育的ニーズの高さも明らかになった。 

しかし、本研究で作成した Scale C3自己評価用（高校生版）は今回の協力校 1 校のデー

タのみであり、今後は、教員の客観的評価ができる Scale C3を含め、データを増やしカ

ットオフ値の設定や、パス解析にて様々な仮説モデルを検証していくことが求められる。 
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